
 
  近畿地区国⽴⼤学法⼈等職員採⽤合同説明会で

の資料に関する説明です。 

京都⼤学⼯学研究科では様々な分野に関する
研究が⾏われています。 

京都⼤学の主要なキャンパスとして、吉⽥、桂、
宇治があります。 
いずれのキャンパスにも⼯学研究科の実験 ・研
究施設があります。 



 
  

⼯学研究科の⼤部分は桂キャンパスにあり
ます。 
A クラスターでは化学系、電気系専攻、C ク
ラスターでは地球系、物理系専攻が教育研究
を⾏っています。 
B クラスターは事務管理棟や福利棟などがあ
ります。 
環境安全衛⽣センターも桂キャンパスにあ
ります。 
 

桂キャンパス内には、福利厚⽣に関する様々
な施設があります。 
保健診療所桂分室では診療の他、アロマの⾹
りでリラックスできるヒーリングルームがあ
ります。 
船井交流センターには、トレーニングジム、体
育館があります。 

環境安全衛⽣センターは平成 16 年 4 ⽉に設
置されました。 
現在のスタッフは教員 3 名、技術職員 3 名で
す。 
⼯学研究科において、環境にやさしく安全衛
⽣に配慮して教育・研究の場を構築するため
のサポートを⾏っています。 



 
  

環境安全衛⽣センターにおいて中⼼となる業
務が安全衛⽣管理です。 
労働安全衛⽣法や関連法令の遵守のためのサ
ポートを⾏います。 
教職員等の労働者のみでなく、学⽣に対して
も同等のサポートを⾏っています。 
 

事故等の報告に対して、原因調査と対策の提
案を⾏います。 
⼤学においては、少量多種の化学物質や⾼圧
ガスを使⽤しており、管理システムを活⽤し
て、適切な管理を⾏います。 
実験で⽣じた廃棄物を適切に処理するよう
⽀援します。 
有機廃液や無機廃液は定期に回収していま
す。 
廃液に関して、学内処理の事前分析、PRTR
対象物質の含有量測定を⾏います。 

省エネルギー活動として、電気使⽤量をモニ
タリングし、改善策を提案します。 
実験排⽔に関しては、pH の常時モニタリン
グとともに、定期の環境分析データにより環
境基準を満たしているかをチェックします。 
 
RI 施設は放射性同位元素を使⽤する施設で
あり、その保守・安全管理を⾏っています。 
 



 
  

安全巡視は実験室を中⼼に環境安全に関す
る事項を確認します。 
 
化学物質管理、⾼圧ガス管理のいずれも巡視
を利⽤して状況を把握し、問題点の抽出と解
決への施策へ繋げます。 
 
衛⽣管理者や危険物取扱者などの業務上必
要となる資格を取得していただきます。 
 

有機廃液は 2 回/週の回収、無機廃液は 4〜5
回/年の処理です。 
 
⼯学研究科で保有する安全機材を常時適切に
使⽤できるよう管理します。 
 
学⽣や職員に対する環境安全衛⽣教育、空気
呼吸器や普通救命などの講習を実施します。 
 

学⽣実験や分析業務を⾏う技術職員と⽐較し
て、事務作業の割合が多いです。 
 
巡視等で⾒る様々な分野の実験室は、⼤変興
味深いです。 
 
問い合わせへの対応が、業務上必要となる知
識・経験の蓄積につながります。 
 



 
  

巡視で実際の研究現場に触れることにより、
安全衛⽣に関する技術的知識が深まります。 
その知識を活⽤し、教育や講習会の講師を担
当します。 
 
業務を通じて得た法律に関する知識は、各種
資格取得に有利です。 
 
各種機器を使⽤した分析技術を習得できま
す。 

ガスクロマトグラフィーは、有機廃液中の
PRTR 対象物質の含有量測定に使⽤します。 
 
原⼦吸光分光光度計は、排⽔中の有害物質の
濃度を測定します。 
 
蛍光エックス線分析装置は、無機廃液の定性 ・
定量分析に使⽤します。 
 

教員や事務と連携した業務が多いので、コミ
ュニケーション能⼒が重要です。 
 
化学に関する基本的な知識は、業務上必要と
なる資格の取得に必要です。 
 
安全衛⽣に関する知識は業務を通じて学ん
でいきます。 
専⾨外の分野にも関わる場合があるので、意
欲的に取り組む姿勢が求められます。 



 

他部局にも、多くの教室系技術職員がおり、
研修等を通じた交流があります。 
 
組織での研修の他、個⼈が希望する研修も受
講可能です。 
 
全国の教室系技術職員が集う研究会等で他
⼤学の技術職員と情報交換ができます。 
 
⻑期的視点での育成により、じっくりと知
識・技術を習得できます。 

桂キャンパスは、最寄りの鉄道駅からバスで
10 分から 15 分程度の場所にあります。 
 
環境安全衛⽣センターの事務室は広く、業務
に集中できる環境です。 
 
ワーク・ライフ・バランスを重視しており、
健全な⽣活を送ることができます。 

環境安全衛⽣センターの業務は、⾃⾝の専⾨
分野を活かすことができるとともに、それ以
外の分野にも触れることができます。 
 
じっくりと腰を据えて業務に取り組みたい
⽅、ワーク・ライフ・バランスを充実させたい
⽅は、ぜひ応募してみてください！ 


